
わたしたちの

シフォンケーキ

作　石淵ゼミ15期生

挿絵　永原 ちあり



「来年から東京かあ～」

日が落ちて、少し寂し気になった中央芝生を背に、

私はポツリと呟いた。

「でも東京でも飲みに行こうよ！」

昼夜関係なく太陽のように明るいひなが言う。

「そうやね、じゃあ寂しくないか！」

そう返しながらも、

こうやって友達と帰れるのもあと何回かなと考えてみる。
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大学４年生になって、私たちはゼミで

いくつかの本格的な商品開発に勤しんでいた。

日々ミーティングがあるから、こんな時間に帰る事も多い。

「そういえば、今回のプロジェクト、兵庫県産のおいしいもの多いよね！

ずっと兵庫に住んでるのに全然知らんかった～、

兵庫にもそういうのあるんやね～」

さっきまでミーティングしていたトピックだからか、かいとが言った。
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「確かに、住んでても知らん事いっぱいあるかも。

ほら、甲東園のカフェとか探索しきれてないし、

学校も広すぎて行ったことないとこいっぱいある！」

と笑いながらひなが言った。

「卒業するまでに絶対制覇したいね～」

私が言う。

本当にみんなの言うとおりだ。

住んでるのにあまり知らない。

来年から離れてしまうのに。

自分の生まれ育ったふるさとになるのに。

そう思って、少し寂しくなった。
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ふと、思いついた。

「ねえ、今度ポプラの方にメニュー提案するよね。

そこで兵庫県産のもの使おうって言ってみない？

これが最後の商品開発だし、

私たちのふるさとへの想い、込めてみるみたいな」

私たちがもう一つ取り組んでいる、

関学会館にあるレストランポプラ様との

商品開発を思い出し、みんなに言ってみる。
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「え！いいやん！入れてみよう！」

「うん！せっかく兵庫の素敵なもの知れたし！」

口々に賛成の声が飛ぶ。

いつの間にか、甲東園の改札に着いていた。
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そうして、兵庫県産のものをたくさん使った

シフォンケーキが誕生した。

卒業後も「ただいま」と言える場所に、

また私たちらしい軌跡が増えた。

-END-
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淡路島産米粉@南あわじ市

日本一こだわり卵@加古川市

和紅茶 コアニェティー@朝来市

旬な柑橘の

コンフィチュール

柑橘と苺を添えて

関学らしい

三日月マーク

シフォンケーキにつまった

兵庫の恵み
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ご注文いただき、誠にありがとうございます。

おかえりシフォンケーキは楽しんでいただけましたか。

みなさまが素敵な時間を過ごせたことを、

石淵ゼミ一同心より祈っております。
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